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地域の皆様へ 平素は、本校教育推進にご協力いた

だきまして有り難うございます。子どもたちが、毎日、

安心して過ごすことができるのも、地域の皆様による日

々の登下校見守りや直接教育活動へご支援をいただいて

いるお陰です。特に、登下校中の子どもたちへの温かい 校長室横に地域の方が、いつ

声かけは、子どもたちにとって何よりの元気の源になっ でも自由に使用できる「地域

ています。今後ともどうぞよろしくお願い致します。 部屋」ができました！

氷室から取り出した氷を荷車に載せて、旧福住中学校まで運ぶ
元気いっぱいの福住っこたち ＝ 7月18日、国道25号線にて

7月18日（海の日）に、旧福住中学校跡地

で「福住氷まつり」と「七月市」が同時開催

されました。復元氷室から取り出された氷は、

荷車に載せられ、子どもたちの手によって運

ばれました。今年の氷の残量は、765㎏でし

た。様々な団体からの出店があり、大盛況の

うちに終わりました。七月市では、小中学校

は、「大和高原福住村ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」と連携して

行っている「エネルギー」や「農業」の学習

について発表しました。特に、天理市長とgr

af代表と福中生によるバイオ炭の可能性につ

いてのクロストークでは、福住の明るい未来

に向けて、活発な意見が交わされました。

7/1（土）、中学部では、「福住村」エネルギープロジェクトについて学習を深めるため、浄土の吉田

教育委員さんをゲストティーチャーにお招きし、持続可能な循環型の里山暮らしの実現にむけてみんな

で考えました。その後、実際に福住の里山へフィールドワークに出向き、様々な問題点を考えました。

また、小学部では、「福住村」農業プロジェクトと連携して取組を進めるため、総合政策課の浦久保

さんより農業プロジェクトの目指すところをレクチャーいただいた後、運動場の自分たちの畑に、青大

豆の苗を植えました。福住校区の輝かしい未来へ向けて、様々なプロジェクトが始動しています。


